
 一般質問一般質問

香
月
　

市
内
で
歩
道
整
備
さ
れ
て
な
い
路

線
は
。

答
弁
　

７
０
８
路
線
、32
万
５
５
８
１

ｍ
の
市
道
が
あ
り
、う
ち
６
１
８
路
線
、

29
万
４
７
５
２
ｍ
に
つ
い
て
は
歩
道
の
設

置
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

香
月
　

中
山
・
長
尾
線
の
路
線
は
歩
道
が

な
く
危
険
な
状
態
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

歩
道
設
置
や
交
通
規
制
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、交
通
安
全
指
導

に
よ
る
意
識
改
革
等
の
ソ
フ
ト
面
を
含
め

て
対
策
を
し
、ま
た
速
度
取
締
り
の
強
化

や
交
通
安
全
啓
発
等
の
看
板
の
設
置
等
を

行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

香
月
　

コ
ロ
ナ
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
安

心
・
安
全
な
多
久
市
に
人
を
呼
び
込
ん
で

こ
そ
経
済
の
活
性
化
や
業
績
向
上
に
な
る

と
考
え
る
が
、今
後
ど
の
よ
う
な
政
策
等

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

今
年
度
も
実
施
し
て
い
る
新
し
い

生
活
様
式
対
策
支
援
事
業
に
よ
り
、安
心
・

安
全
な
事
業
者
や
店
舗
づ
く
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
月
多
久
市
商
工

会
と
情
報
共
有
を
行
い
、事
業
者
が
必
要

と
さ
れ
る
施
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付

金
事
業
で
は
、民
間
施
設
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フィ
ス
等
を
設
置
し
、首
都
圏
等
の
企
業
を

誘
致
す
る
こ
と
で
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ

く
り
出
す
事
業
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

香
月 

正
則

市
民
の
安
全
を
守
り
活
気
の
あ
る

街
へ

平
間
　

豪
雨
に
お
け
る
内
水
対
策
の
現
状

と
課
題
は
。

答
弁 

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
災
害
の
際

に
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
個
所
は
、

県
道
多
久
牛
津
停
車
場
線
沿
い
の
納
所
地

区
、東
多
久
町
の
県
河
川
永
瀬
川
、南
多
久

町
の
県
河
川
庄
川
な
ど
で
、課
題
は
、排
水

機
場
の
機
能
向
上
、永
瀬
川
及
び
庄
川
に

設
置
さ
れ
た
排
水
ポ
ン
プ
の
増
強
を
国
や

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

平
間
　

国
は
、内
水
氾
濫
に
備
え
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
住
民
へ
の
周
知

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、多
久
市
の
取

り
組
み
は
。

答
弁
　

内
水
氾
濫
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、今
後
、国
や
県
の
動
向
な
ど
を

参
考
に
、現
状
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
表

示
を
検
討
し
ま
す
。

平
間
　

国
は
、自
力
避
難
が
難
し
い
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
、災
害
弱
者
へ
の
対
策

と
し
て
の
個
別
避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て

自
治
体
の
努
力
義
務
と
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁
　

令
和
３
年
度
は
、避
難
行
動
要
支

援
者
の
要
件
に
該
当
す
る
方
１
０
６
９

名
、こ
の
内
施
設
入
居
者
や
長
期
入
院
の

方
な
ど
を
除
い
た
７
８
３
名
の
方
に
支
援

の
お
知
ら
せ
を
し
、情
報
提
供
に
同
意
い

た
だ
い
た
３
９
７
名
分
に
つ
い
て
避
難
支

援
関
係
者
の
嘱
託
員
や
民
生
委
員
の
方
々

に
名
簿
と
計
画
を
提
供
し
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

小
川
　

９
月
１
日
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足

し
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、個

人
や
事
業
所
に
と
っ
て
も
安
全
で
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。役
所
に
出
向
か
無

く
て
も
、行
政
な
ど
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、教
育
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、会
社

は
テ
レ
ワ
ー
ク
、リ
モ
ー
ト
会
議
に
な
り
、

安
定
し
た
通
信
速
度
と
品
質
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、多
久
市
は
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

に
対
応
で
き
て
い
ま
す
か
。

答
弁
　

市
内
に
は
光
回
線
が
使
え
な
い
地

域
も
あ
り
ま
す
が
、同
軸
ケ
ー
ブ
ル
や
無

線
通
信
な
ど
他
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り
、

ほ
ぼ
全
域
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で

き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。テ

レ
ビ
会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ

ば
、回
線
ス
ピ
ー
ド
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
と
ん
ど
の
エ
リ
ア
で
利
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

小
川
　

光
回
線
や
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
が

使
え
な
い
エ
リ
ア
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　

基
本
的
に
通
信
環
境
の
整
備
は
、

民
間
の
通
信
事
業
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、市
も
民

間
の
通
信
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
通
信

環
境
整
備
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、国
の
補
助

金
等
も
利
用
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
川
　

皆
さ
ん
が
光
回
線
を
使
え
る
素
敵

な
街
に
な
っ
て
欲
し
い
の
で
、協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
間
智
治

小
川
三
郎

防
災
体
制
の
現
状

内水氾濫

光
回
線
が
使
え
る
素
敵
な
街
に

山
本
茂
雄

山
本
　

牛
津
川
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

は
。答

弁
　

東
多
久
町
妙
見
橋
付
近
か
ら
下

流
域
の
河
道
の
掘
削
、堤
防
の
補
強
工
事

も
納
所
地
区
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。ま

た
、今
年
度
は
納
所
地
区
で
の
堤
防
の
舗

装
工
事
等
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

山
本
　

現
在
、小
城
市
右
原
地
区
で
遊
水

地
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、

予
測
で
き
な
い
雨
量
が
発
生
し
た
と
き
、

流
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、現
在

の
牟
田
辺
遊
水
地
の
下
流
域
に
遊
水
地
の

計
画
が
出
来
な
い
か
。

答
弁
　

小
城
市
に
予
定
さ
れ
て
い
る
遊
水

地
の
貯
水
可
能
量
は
牟
田
辺
遊
水
地
の
約

２
倍
あ
り
、整
備
が
整
え
ば
牛
津
川
の
水

位
は
低
下
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

浸
水
、内
水
氾
濫
の
問
題
は
改
善
、ま
た

は
解
決
に
向
か
う
と
国
は
考
え
て
い
る
の

で
、現
在
、牟
田
辺
遊
水
地
に
隣
接
す
る

場
所
に
遊
水
地
の
検
討
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。山

本
　

遊
水
地
を
造
る
こ
と
で
、牛
津
川

の
流
水
が
低
下
し
ポ
ン
プ
が
常
時
運
転

で
き
る
こ
と
は
内
水
対
策
に
つ
な
が
り
ま

す
、牛
津
川
流
域
で
あ
る
多
久
市
か
ら
遊

水
地
の
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、国

会
議
員
、県
議
会
議
員
、各
種
団
体
も
検
討

や
計
画
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
の
で
、検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

内
水
氾
濫
に
対
す
る
備
え
を

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
市
庁
舎
周
辺
一
帯
の
公
有
地
利
活
用
の

検
討
状
況
に
つ
い
て

牛津川浚渫工事

市道 中山・長尾線
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